
1210あかりんアワー 教員が研究の楽しさを語る 

 第32回（4/16） 小林範久先生推薦 ブックガイド 

Book1 

ディスプレイ材料 （環境調和型新材料シリーズ） 
著者：日本セラミックス協会（編） 出版社：日刊工業新聞社 
コメント：現存のディスプレイのほとんどの種類と動作原理が 
絵も含めてわかりやすく書かれている。 
 
Book2 

電子移動の化学 － 電気化学入門 － 
著者：渡辺正 中林誠一郎 出版社：朝倉書店 
コメント：電池やそれと同じ原理を使ったディスプレイの根本が 
やさしく理解できる。ちょっと理系向きかも。 
 
Book3 

生物と無生物のあいだ 
著者：福岡伸一 出版社：講談社 
コメント：小林範久はDNAを電子・光機能材料として用いているが， 
DNAとは何か，またその発見や役割に関する裏話が満載！ 
文系の人でも面白い（と思う）。 

 
Book4 

できそこないの男たち 
著者：福岡伸一 出版社：光文社 
コメント：色とは全く関係ないが（笑），DNAに刻み込まれた 
生命の神秘，オスがただの「使い走り」であることを 
認識させられる。 
帯には「顕微鏡の向こうに男と女のドラマが見える」。必読！！ 

※掲載されている本はN棟3階ブックツリーのテーマ展示コーナーに配架されます。 
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